
害
復
旧
費
補
助
金
を
７
９
０
５
万

円
追
加

繰
越
金
…
前
年
度
繰
越
金
を

７
億
４
４
３
９
万
円
追
加

市
債
…
土
木
債
の
排
水
路
整
備

事
業
を
２
９
１
０
万
円
、
災
害
復

旧
債
の
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
を
３
９
２
０
万
円
、
現

年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
を
５
１
９
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加

主
な
歳
出

財
政
調
整
基
金
等
への
積
立
金
の

追
加
に
よ
り
総
務
基
金
管
理
費
を

６
億
５
９
４
４
万
円
追
加

障
害
者
医
療
費
国
庫
負
担
金
返

還
金
等
の
追
加
に
よ
り
自
立
支
援

医
療
給
付
費
を
１
５
４
０
万
円
追

加
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

負
担
金
返
還
金
の
追
加
に
よ
り
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
を
１
０
９
９
万

円
追
加

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
交
付
金
の
追
加
に
よ
り

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進

事
業
を
４
６
２
６
万
円
追
加

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認

定
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
審
査
・

審
議
の
結
果
、
一
部
陳
情
を
除
き
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

Topic1

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

諮
問
第
１
号

適　
　
任

亀か
め
元も
と

美み

代よ

子こ

氏
（
財
部
町
）

現
委
員
で
あ
る
花は
な

房ふ
さ

親ち
か

志し

氏

の
任
期
が
、
令
和
６
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
で
、
任
期
は
３
年
間
と
な
り

ま
す
。

Topic2

国
民
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
60
号

賛
成
多
数
可
決

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
等
の一部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
って
被
保

険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
被
保
険
者
証
を
返
還
し
な
か
っ

た
場
合
の
罰
則
規
定
の
削
除
な
ど
、

関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

曽於市国民健康保険条例　第 11条
旧

　本市は、世帯主が法第９条第１項若しくは第９項の
規定による届出をせず、若しくは虚偽の届出をした場
合又は同条第３項若しくは第４項の規定により被保険
者証の返還を求められてこれに応じない場合は、その
者を 10万円以下の過料に処する。

新
　本市は、世帯主が法第９条第１項若しくは第５項の
規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした場合に
おいては、その者に対し、10万円以下の過料に処する。

※保険証廃止後は、マ
イナンバーカードと健
康保険の資格情報を連
携 済 の 方 は マ イ ナ ン
バーカードを保険証と
し て 利 用 で き ま す が、
未連携の場合及びマイ
ナンバーカードを取得
していない場合は、資
格確認書を発行するこ
とになります。

反
対
討
論
（
徳
峰
議
員
）
従
前
の

健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ

れ
る
資
格
確
認
書
が
い
つ
ま
で
使

用
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
国
の
方
針
も
ま
だ
固
ま
っ

て
お
ら
ず
、
現
在
の
本
市
の
国
保

利
用
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
率
も
少
な
く
、
そ
の
ま
ま

進
め
る
と
混
乱
を
生
じ
か
ね
な
い
。

Topic3

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

を
可
決

議
案
第
64
号

全
会
一
致
可
決

11
億
４
５
３
１
万
円
追
加

補
正
後
予
算
総
額

２
８
７
億
９
１
９
２
万
円

主
な
歳
入

国
庫
支
出
金
…
民
生
費
国
庫
負

担
金
の
児
童
手
当
国
庫
負
担
金
を

７
０
６
５
万
円
、
災
害
復
旧
費
国

庫
負
担
金
の
現
年
発
生
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金
を

６
３
３
６
万
円
、
民
生
費
国
庫
補

助
金
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
推
進
交
付
金
を
４
６
２
６
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加

県
支
出
金
…
災
害
復
旧
費
県
補

助
金
の
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災

Topics

第３回定例会

令和 6 年
９月２日から

10月４日まで

（33日間）

段
階
で
正
確
な
設
計
書
を
策
定
の

上
で
十
分
に
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

建設中の大隅支所庁舎

【
消
防
団
員
退
職
報
償
金
】

意
見

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
村
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
消
防
団
活
動
の
負
担

軽
減
も
含
め
て
、
入
り
や
す
い
消

防
団
の
在
り
方
を
研
究
し
て
ほ
し

い
。

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

（
周
辺
整
備
事
業
分
）】

問

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答

大
雨
等
に
よ
る
土
砂
流
出
が

想
定
さ
れ
る
勾
配
が
き
つ
い
砂
利

部
分
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
す

る
内
容
で
あ
る
。

スクラブでの現地調査 (馬厩舎前 )スクラブでの現地調査
(屋内馬場 )

問

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
対
象
地
域

と
事
業
の
方
向
性
は
。

答

区
域
の
近
く
に
商
店
等
が
少

な
い
檍
・
旧
高
岡
小
学
校
区
と
大

隅
北
・
笠
木
小
学
校
区
エ
リ
ア
の

１
８
０
０
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
、

調
査
結
果
の
状
況
を
見
た
上
で
、
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児
童
手
当
の
追
加
に
よ
り
児
童

手
当
費
を
６
６
３
１
万
円
追
加

市
道
排
水
路
工
事
等
の
追
加
に
よ

り
排
水
路
整
備
事
業
を
２
９
１
０
万

円
追
加

梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
発
生
に
よ
り
現
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
を

１
億
３
０
７
４
万
円
、
現
年
発
生

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
を

１
億
１
７
０
９
万
円
追
加

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
繰
越
金
】

問

例
年
と
の
比
較
は
。

答

こ
こ
数
年
は
、
７
億
円
台
で

推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
大
隅
支
所
庁
舎
整
備
事
業
】

問

工
事
費
の
組
替
内
容
は
。

答

発
電
機
設
置
に
伴
う
耐
火

ボ
ー
ド
設
置
費
用
の
増
加
や
移
動

式
書
庫
の
設
置
に
対
応
す
る
た
め
、

本
体
工
事
費
か
ら
５
６
２
４
万
円

を
付
随
建
物
工
事
費
に
組
み
替
え

た
も
の
で
あ
る
。

意
見

今
後
、
工
事
費
等
の
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
予
算
の
組
替

え
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
当
初
の

段
階
で
正
確
な
設
計
書
を
策
定
の

上
で
十
分
に
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

建設中の大隅支所庁舎

【
消
防
団
員
退
職
報
償
金
】

意
見

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
村
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
消
防
団
活
動
の
負
担

軽
減
も
含
め
て
、
入
り
や
す
い
消

防
団
の
在
り
方
を
研
究
し
て
ほ
し

い
。

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

（
周
辺
整
備
事
業
分
）】

問

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答

大
雨
等
に
よ
る
土
砂
流
出
が

想
定
さ
れ
る
勾
配
が
き
つ
い
砂
利

部
分
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
す

る
内
容
で
あ
る
。

スクラブでの現地調査 (馬厩舎前 )スクラブでの現地調査
(屋内馬場 )

問

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
対
象
地
域

と
事
業
の
方
向
性
は
。

答

区
域
の
近
く
に
商
店
等
が
少

な
い
檍
・
旧
高
岡
小
学
校
区
と
大

隅
北
・
笠
木
小
学
校
区
エ
リ
ア
の

１
８
０
０
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
、

調
査
結
果
の
状
況
を
見
た
上
で
、

全
市
的
な
調
査
が
必
要
か
検
討
し

た
い
。

ま
た
、
事
業
の
方
向
性
と
し
て

は
、
住
民
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
把
握

し
、
継
続
可
能
な
支
援
や
仕
組
み

の
構
築
、
広
域
的
な
取
組
の
必
要

性
な
ど
の
判
断
材
料
と
し
た
い
。

【
曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
理
費
】

問

集
合
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ア

チ
ェ
ー
ン
購
入
の
内
容
は
。

答

焼
却
灰
を
搬
送
す
る
コ
ン
ベ

ア
チ
ェ
ー
ン
が
複
数
基
あ
る
が
、

損
耗
が
進
ん
で
お
り
、
１
年
間
維

持
で
き
る
保
証
が
な
い
た
め
、
そ

の
部
分
を
補
正
予
算
で
購
入
し
対

応
し
た
い
。

損耗が進んでいる
チェーンのピン部分

33 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
交
付
金
】

問

自
家
発
電
設
備
の
設
置
状
況

は
。

答

高
齢
者
施
設
は
市
内
に
30
施

設
あ
る
が
、
未
設
置
施
設
10
か
所

の
う
ち
８
か
所
が
設
置
予
定
で
あ

り
、
残
り
の
施
設
も
検
討
中
で
あ

る
。

【
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
】

問

胃
が
ん
・
肺
が
ん
に
限
定
し

た
シ
ス
テ
ム
改
修
か
。

答

委
託
先
の
医
療
機
関
か
ら
胃

が
ん
・
肺
が
ん
の
問
診
票
に
つ
い

て
変
更
の
連
絡
が
あ
り
、
今
回
は

そ
の
２
点
に
つ
い
て
対
応
す
る
が
、

今
後
、
標
準
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
腹
部
や
大
腸
に
関
し
て
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
活
用
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

【
児
童
手
当
】

問

拡
充
の
内
容
は
。

答

支
給
対
象
年
齢
の
引
上
げ
、

所
得
制
限
の
撤
廃
、
支
給
額
が
引

上
げ
に
な
る
。

意
見

児
童
手
当
制
度
の
広
報
に

つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
に
情
報
が

行
き
届
く
よ
う
、
周
知
の
方
法
を

工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

児童手当制度
については

こちら
（市ホームページ

へリンク）

Link
【
教
育
振
興
審
議
会
委
員
報
酬
】

問

委
員
の
人
数
は
。

答

学
識
経
験
者
を
新
た
に
２
名

追
加
す
る
が
、
ほ
か
の
委
員
区
分

を
調
整
し
、
委
員
の
人
数
は
10
名

か
ら
変
更
は
な
い
。

【
文
化
・
体
育
施
設
管
理
費
】

意
見

所
管
す
る
施
設
が
多
く
あ

る
が
、
日
常
の
維
持
管
理
が
十
分

で
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
多
額

の
費
用
が
発
生
す
る
前
に
修
繕
す

る
よ
う
に
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
大
隅
南
地
区
農
業
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

屋
根
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答

７
月
の
上
旬
に
雨
漏
り
が
判

明
し
た
た
め
、
屋
根
の
一
部
を
改

修
す
る
も
の
で
あ
る
。
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改

修
を
急
ぎ
た
い
。

【
災
害
復
旧
費
の
時
間
外
勤
務
手
当
】

問

お
よ
そ
何
時
間
分
の
計
上
か
。

ま
た
、
時
間
外
勤
務
の
発
生
状
況

は
。

答

職
員
単
価
が
違
う
の
で
大
ま

か
で
あ
る
が
、
今
回
の
補
正
額
は

お
よ
そ
５
０
０
時
間
分
の
手
当
に

相
当
す
る
。
災
害
対
応
の
た
め
時

間
外
勤
務
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

残
業
し
な
く
て
も
よ
い
環
境
を
作

り
た
い
が
、
技
術
員
不
足
も
あ
り
、

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

【
排
水
路
整
備
事
業
】

問

補
正
の
内
容
は
。

答

当
初
は
改
良
工
事
等
で
発
生

す
る
残
土
を
利
用
し
整
備
を
進
め

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
度
重
な
る

豪
雨
に
よ
り
被
災
す
る
な
ど
し
た

た
め
、
今
年
度
で
概
ね
工
事
を
完

了
で
き
る
よ
う
補
正
を
お
願
い
し

た
い
。

【
公
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生

推
進
事
業
】

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
る
の
か
。

答

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
職
歴
を
持

つ
方
が
な
か
な
か
い
な
い
た
め
、

募
集
条
件
を
絞
り
込
み
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
育

成
し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
持
っ

て
募
集
し
た
い
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
は
、
公

共
部
門
と
民
間
部
門
が
協
力
し
て
行

う
公
民
連
携
事
業
に
お
け
る
両
者
の

橋
渡
し
役
で
、
公
共
と
民
間
の
利
害

調
整
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

が
主
な
役
割
で
す
。

問

公
民
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
委
託
の
内
容
は
。

答

株
式
会
社
コ
ー
ミ
ン
の
入
江

氏
を
招
き
、
行
政
向
け
の
ア
ド
バ

イ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
本
市
で
の

公
民
連
携
普
及
の
た
め
、
市
民
向

け
の
講
演
会
も
実
施
し
た
い
。

曽於市民プールでの現地調査
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Topic4

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
可
決

議
案
第
69
号

全
会
一
致
可
決

各
種
事
業
を
前
倒
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
収
入
及
び
支
出

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

問

住
吉
地
区
配
水
管
布
設
替
詳

細
設
計
業
務
委
託
の
補
正
の
理
由

は
。

答

石
綿
管
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
令
和
７
年
度
に
測
量
設
計
を

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県
よ
り
、

国
費
の
不
用
額
が
あ
る
た
め
事
業

を
前
倒
し
て
実
施
す
る
よ
う
依
頼

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
補
正
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

問

八
合
原
ポ
ン
プ
場
用
地
購
入

の
補
正
の
理
由
は
。

答

用
地
交
渉
の
際
に
、
地
権
者

か
ら
年
内
に
登
記
ま
で
し
て
ほ
し

い
と
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
補

助
事
業
採
択
の
た
め
に
は
用
地
の

確
保
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
に
用
地
を
購
入
し
た
い
た

め
、
補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Topic5

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の

同
時
開
催
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

陳
情
第
５
号

賛
成
少
数
不
採
択

現
在
、
別
々
の
選
挙
日
と
な
っ

て
い
る
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員

選
挙
を
、
財
政
支
出
の
削
減
や
職

員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
令
和
７
年
７
月
に
同
時
開
催

す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、

大
隅
町
・
財
部
町
・
末
吉
町
の
公

民
館
長
等
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら

１
３
２
１
名
の
賛
同
者
の
署
名
を

添
え
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
件
を
付
託
さ
れ
た
議
会
運

営
委
員
会
で
は
、
本
陳
情
に
つ
い

て
４
月
26
日
に
参
考
人
と
し
て
陳

情
者
３
名
の
出
席
を
求
め
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

陳
情
者
よ
り

以
前
提
出
し
た
同
時
選
挙
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
、「
議
会
で

の
審
議
で
は
納
得
の
い
く
議
論

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。」
と
の
多

く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

不
採
択
と
な
っ
た
市
長
選
挙
と
議

会
議
員
選
挙
を
令
和
７
年
７
月
に

同
時
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

再
度
陳
情
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
審
査
に
お
い
て
、

陳
情
が
住
民
の
声
を
反
映
し
た
も

の
か
判
断
し
か
ね
る
と
の
趣
旨
の

意
見
が
聞
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
は
賛
同
者
を
募
り
、
多
く
の
市

民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時
選
挙
の
実

現
に
向
け
て
議
員
各
位
の
英
断
を

強
く
希
望
す
る
。

主
な
意
見

今
回
の
陳
情
書
が
署
名
を
伴
っ

て
再
度
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
く

受
け
止
め
る
も
の
の
、
特
別
委
員

会
で
の
調
査
を
経
て
各
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
決
断
し
、
結
果
と
し
て
議

会
の
解
散
に
必
要
な
数
の
賛
成
者

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
現
在
の
状
況

で
は
、
来
年
７
月
の
同
時
選
挙
開

催
は
実
質
的
に
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
改
選
後
の
新
た
な

曽
於
市
議
会
に
お
い
て
、
今
回
の

経
緯
も
含
め
て
、
引
き
続
き
同
時

選
挙
開
催
の
議
論
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Topic6

同
日
選
挙
開
催
の
議
論
継
続

に
関
す
る
決
議
案

発
議
第
４
号

賛
成
多
数
可
決

決
議
の
内
容

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
「
市

長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の
同

日
開
催
」
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

３
月
に
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
約
２
年
間
に
わ
た

り
議
論
を
重
ね
て
き
た
が
、
議
会

の
解
散
に
必
要
な
特
例
法
に
規
定

さ
れ
る
出
席
議
員
の
５
分
の
４
以

上
の
賛
同
者
が
得
ら
れ
な
い
結
果

と
な
っ
た
。（
詳
細
は
議
会
だ
よ

り
第
75
号
を
参
照
。）

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
後
20
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
に

お
い
て
、
事
務
負
担
の
軽
減
、
財

政
支
出
削
減
の
観
点
か
ら
、
同
日

選
挙
開
催
を
求
め
る
市
民
か
ら
の

声
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
議

員
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ら
た
め
て
認
識

す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
声
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
次
期
改

選
後
の
新
た
な
市
議
会
に
お
い
て
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
民
と

共
働
す
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
べ
く
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
、
継
続
し
て
同
日
選
挙
開
催
に

つ
い
て
の
議
員
間
の
議
論
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
こ
と
を
決
議
す
る
。

55 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12月に開催します。


